
称念寺
燈明寺畷新田塚明智神社

西蓮寺

細川ガラ
シャゆかり

の里 新田義貞公墓
一乗谷朝倉氏史跡

桔梗紋 新田一つ引き紋

<小坂公民館 遺跡クラブ研修> 令和2年11月21日

明智光秀・新田義貞公の足跡を訪ねて

【行 程】

小坂公民館(7:00)⇒⇒⇒明智神社⇒⇒⇒西蓮寺⇒⇒⇒福井県立一乗谷朝倉氏遺

跡資料館⇒⇒⇒一乗谷朝倉氏遺跡・復原町並⇒⇒⇒<昼食・越前竹人形の里

>⇒⇒⇒燈明寺畷新田義貞公戦死伝承地⇒⇒⇒称念寺⇒⇒⇒小坂公民館(17:20)



夫婦

（1556）（1528）

（1575）

越前へ
逃亡

（1563）

（1582-6-2）

（1582-6-13）

（1571-9）

（1570-6）

（1570-4）

称念寺 明智神社
西蓮寺

金ヶ崎の合戦

姉川の合戦

比叡山延暦寺
焼き討ち

本能寺の変

山崎の合戦

斉藤義龍によ
り明智城落城

黒髪伝説

金ヶ崎の
退き口

ガラシャ生誕地
二通の安堵状

（1573-9）

光秀、信長を討つ

光秀敗北

小谷城落城

朝倉氏滅亡
・刀根坂の合戦で信長に敗

北し大野で自害した。
・一乗谷は三日三晩燃え続

き103年続いた城下町は
焼け落ちる。

西蓮寺へ二通の安堵状
越前一向一揆掃討作戦時、
明智光秀は柴田勝家・勝
定に依頼し、東大味の
人々を守るように二通の
安堵状を出させた。

1573年7月

信長、義昭
を京から追放
室町幕府滅亡

七女

朝倉・浅井
vs織田・徳川

市と三姉妹脱出

（1573）

1
1567年

足利義昭、
朝倉館へ

1568年

義昭、上洛し
15代将軍に

細川忠興

細川忠隆

利家光秀 熙子 まつ

珠姫織田信長

浅井長政 柴田勝家
市

濃姫
（帰蝶）

徳川秀忠

玉・ガラシャ

初茶々 江

千世 利常

三代藩主

三女

二代将軍

妹 二代藩主

永姫

信長の４or5女

三女

ひろこ

細川藤孝

斉藤道三

利長

美濃国
明智庄にて誕生



【南朝】

(1336-12)
吉野へ逃げて
朝廷を開く

【北朝】

竹ノ下の戦（箱根）
（1335-12）

【大覚寺統】 【持明院統】

９１代

８８代

９３代９５代

９２代

８９代９０代

９４代９６代

後宇多天皇

後嵯峨天皇

亀山天皇 後深草天皇

後醍醐天皇 花園天皇 後伏見天皇

伏見天皇

後二条天皇

りょうとうてつりつ

両統迭立

（建武の新政） 1333年～1336年
1.後醍醐天皇中心の政治
2.公家を優遇し、武士を冷遇す
る政治 など

朝廷政治を復活させ貴族を優遇、
武士を冷遇する政策に武士の不
満と公家からも不満が高まり、足
利尊氏は後醍醐天皇と対立する。

(1335年)

その後、隠岐を脱出。足利尊氏は後
醍醐天皇側に寝返り六波羅探題を攻
め幕府が支配していた京都を制圧。
新田義貞は鎌倉の北条一門を攻め
鎌倉幕府を滅亡させた。（1333年）

鎌倉幕府が力を持っていたため倒幕
を決意し、同調する武士に決起を呼
び掛けたが二度失敗し、隠岐へ流さ
れる。（1332年）

新田義貞
1336年11月、足利尊氏は「建武
式目」 (１７条による武家政権の
基本方針を示す)を制定。

室町幕府を開く
1338年8月、征夷大将軍となる。

楠木正成

後醍醐天皇

天皇の命により二人の親
王と金ヶ崎城へ(1336-10)
北朝方の越前守護・斯波高
経らと交戦し落城(1337-3)

恒良親王 ・ 尊良親王

京都で毒殺 ・ 自害

将来の皇位をどちらの血統からとも定めず、
幕府の推挙に任せるという遺言を残した。

援軍として藤島城
へ向かう途中、燈明
寺畷で北朝方と戦
い戦死（1338-7）

首は京都へ
遺骸は称念寺へ

足利尊氏

戦死

湊川の戦（神戸）
（1336-5）

鎌倉幕府⇒室町幕府
南北朝時代

2

7

6

5
4

2
1

8

足利尊氏、光明天皇を擁立し、
京都に朝廷を開く（1336年）

南北朝の
動乱3



(千寿王)

こうのもろなお

1350年 観応の擾乱
（北朝弱体）

1382～1412

９９代９８代９７代
1339～1368 1368～1383

９６代

1318～1339

※南朝へ寝返る(1350-10)

１５代

２代 ３代

上野国

北朝２代 北朝３代 北朝４代 北朝５代 北朝６代
１００代

１１９２年 鎌倉幕府を開くが三代で途絶え、
その後は北条氏の台頭と執権政治

室町幕府
初代将軍

藤夜叉との一夜
の情で生まれた下野国

源 義家

新田
義重

足利
義康

義国

足利
尊氏

ただふゆ

直冬

直冬

新田
義貞

直義

北条登子

足利
義昭

義親

義経

頼朝（2代略）

（6代略）

（しもつけ）
（11代略）

直義

直冬

※１３５２年２月 尊氏に毒殺される

兄頼朝に殺害を命じられ奥州へ逃げる。安宅関所・勧進帳

養子

光明天皇を擁
立し北朝を開く

吉野へ逃れ
南朝を開く

1339年 後醍醐天
皇崩御（南朝弱体）

後村上天皇 長慶天皇 後亀山天皇後醍醐天皇

光明天皇 崇光天皇 後光厳天皇 後円融天皇 後小松天皇室町
幕府
誕生

建武
政権
崩壊

足利尊氏

後醍醐
天皇

1336年
南北朝分立

※1350～1352年
観応の擾乱

（かんのうのじょう
らん）

1383～1392

1348～13511336～1348 1352～1371 1371～1382

1392年
３代将軍義満が
南北朝を合体

南朝

北朝

（こうずけ）

※1573年
室町幕府滅亡

鎌倉幕府最後
の執権、16代
北条守時の妹

高師直

3

義満義詮

(いざやまる)



尊良親王（たかよし）⇒足利尊氏の離反に新田義貞とともに戦い、金ヶ崎落城を守ったが、
１３３７年落城し、義貞の長男・義顕らとともに自害する。

護良親王（もりよし）⇒鎌倉幕府倒幕に尽くしたが、足利尊氏と対立。「⑧中先代の乱」で足利直
義が三河へ逃げる時、直義に殺害される。

恒良親王（つねよし）⇒金ヶ崎城落直前、船で脱出するも捉えられ京都で毒殺
成良親王（なりよし）⇒鎌倉将軍府
義良親王（のりよし）⇒陸奥将軍府後に第９７代後村上天皇 ※二条師基(もろもと)は関白

後醍醐天皇

六波羅探題を攻撃
足利尊氏は後醍醐天皇側に
寝返り鎌倉幕府の出先機関
であった六波羅探題を攻め
落とし京都を制圧

（1333年5月）

鎌倉幕府の滅亡
新田義貞は稲村ケ崎か
ら鎌倉に突入し、北条
高時以下の北条氏一族
を滅ぼす （1333年5月）

元弘の変
後醍醐天皇の二度目
の倒幕計画失敗

(1331年5月)
翌年後醍醐天皇は隠
岐へ配流(1332年3月)

楠木正成の挙兵
赤坂城や千早城で挙
兵し幕府の大軍と戦う

（1331～1333年）

鎌倉幕府の
滅亡から南北朝の

動乱

1335年加賀国
司就任
小坂の庄着任

湊川の戦い(神戸)
足利尊氏と新田義貞・楠
木正成が交戦し楠木正成
が戦死 (1336年5月)

中先代の乱
北条時行は鎌倉幕

府の再興を図って挙兵
し鎌倉を一時占拠。足
利直義は鎌倉から三河
へ逃げる (1335年7月)

竹ノ下の戦い(箱根)
後醍醐天皇が建武政権
に反旗を挙げた足利尊
氏を討つため新田義貞
を派遣したが失敗

(1335年12月)

9

8

6
5

3

※一部親王略

金ヶ崎城の戦い
新田義貞は二人の親
王を伴って金ヶ崎城へ

(1336年10月)
その後、落城し越前へ

(1337年3月)

11

正中の変
後醍醐天皇が鎌倉幕
府倒幕を計画するも
事前に発覚し失敗

（1324年9月）

1

（１２８８～1339）

藤島の戦い
新田義貞、燈明寺
畷で北朝方と戦い
戦死 （1338年7月）

12

2

10

後醍醐天皇の隠岐脱出
鳥取県の船上山へ脱出
し挙兵 （1333年3月）
足利尊氏が六波羅探
題を攻め落としたと聞き

京都へ帰る（1333年6月）

4

7

4



平 安

（390年）

鎌 倉

（148年）

室 町（237年）

南北朝

（56年）
戦 国

木
曽
義
仲
・

倶
利
伽
羅
合
戦

源
氏
が
平
家
を
滅
ぼ
す

源
頼
朝
・

鎌
倉
幕
府
開
く

1183

応
仁
の
乱

1467

133613331185

1185
新
田
義
貞
鎌
倉
攻
略
・
鎌
倉
幕
府
滅
亡

1333
足
利
尊
氏
室
町
幕
府
開
く

1336

足
利
義
満
・
金
閣
寺
建
立

1397

14421261 1311

1294 1321

1471

蓮
如
上
人
・
吉
崎
御
坊
建
立

二
俣
本
泉
寺
建
立

妙
成
寺
建
立

伝
燈
寺
建
立

大
乗
寺
建
立

総
持
寺
建
立

南
北
朝
統
一

1392

5

1467



安土・桃山

（30年）

江 戸

（266年）
戦国時代(123年)

大
阪
夏
の
陣

1603
浅
井
畷
の
戦
い
・
関
ヶ
原
合
戦

1600

16031573

1584

本
能
寺
の
変
・
明
智
光
秀
敗
北

織
田
信
長
・
室
町
幕
府
滅
ぼ
す

末
森
城
の
合
戦

1488

15821573

1546

利
家
・
金
沢
城
入
場
城

富
樫
政
親
・
高
尾
城
で
戦
死

金
沢
御
堂
建
立

徳
川
家
康
・
江
戸
幕
府
開
く

16151590
小
田
原
攻
め
・
豊
臣
秀
吉
天
下
統
一

1599

利
家
死
去
・
利
長
二
代
藩
主百姓ノ

持チタル国

利
家
・
七
尾
小
丸
山
城
築
城

15831583

6

1590
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